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　　近年,世界では論文や研究データを始めとした研究成果などに対してアクセスを容易にし,データの発

信,共有,再利用を促すことを目的としたオープンサイエンスと呼ばれる試みが活発になってきているこれ

に伴って国内でも既存のリポジトリソフトウェアを利用して，論文だけでなく，研究データを対象とした

データリポジトリの構築が行われている．しかし，データリポジトリとして利用することを考えた場合，メ

タデータを画一化できないことなどから，ユーザが所望したデータにたどりつけないなど，現状では共有，

再利用は容易ではない．そこで,本研究ではこの問題を解決しより利便性を向上させるインターフェースの

開発を目的としている.本インターフェースは, ユーザがより容易にアイテムを共有, 再利用できるよう，ア

イテムにタグを割り振ることによって，メタデータに欠けているものを補完し管理を行うシステムである.

　 Recent years, an attempt for the purpose of publishing, sharing, reusing data called ”Open Science”

has become active for easier access to papers and research data. Along with this, in Japan, academic

repositories are built at many academic research institutions using a repository system named WEKO.

When we consider using WEKO as a data repository, it is not easy for the users to search the data

which they wish because metadata are not well standardized in many academic fields. In the present

study, we developed a new user interface for the data repository using WEKO3, which is expected to be a

mainstream of repository system in the future. This interface is a system that manages items by assigning

tags to them, and aims to form collective knowledge by sharing tags among multiple repositories.

キーワード: WEKO, リポジトリ, オープンサイエンス, 研究データ
WEKO, repository, open science, research data

1 はじめに

近年,世界では「オープンサイエンス」と呼ば
れる試みが活発になっており,論文だけでなく
根拠となる研究データもリポジトリ化しようと
する動きが加速している.それに伴って,国内で
はWEKO[2]をはじめとした様々なリポジトリ
ソフトウェアを用いて,多くの学術研究機関で

データリポジトリの構築が行われている.そも
そもリポジトリは図書館が中心となり文献情報
を蓄積・公開するために発展してきた経緯から,

リポジトリシステムもその多くが文献リポジト
リとして使われている.これをデータリポジト
リとして利用することを考えたとき,分類法や
メタデータのつけ方が文献とは違い各分野で異
なることが問題となる.研究データを対象にす
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る場合, 分類やメタデータの付け方が学問分野
によって多種多様な上に,どういった付け方を
するかも十分に確立されていない分野の方が多
いと考えられる.また,ユーザによってデータの
使い方も異なることから,従来の分類法を拡張
した多様性のある分類法が求められている. そ
こで本研究では分類を管理者だけでなく,ユー
ザが独自にデータを分類することができる仕組
みを,プラグイン方式のアイテム管理インター
フェースとして開発を進めてきた [1].

2 開発方針

本研究では，学問分野に大きく依存し,.画一
的な分類が難しいデータを柔軟に取り扱えるよ
うにするため,多様な視点での分類を可能にす
る方法を提案する.具体的には, 1.横断的な分
類, 2.一点に特化して細分化, 3.一つのデータ
に複数のカテゴリを付与する等の利用法を想定
し,これらの方法のいずれにも対応可能な方式
を検討する.そこで,本インターフェースでは,

管理者による分類と複数のユーザによる独自か
つ自由な分類の 2つの視点からの分類が可能な,

タグによるアイテム管理によってこの問題を解
決した.

本研究で用いたWEKOは国立情報学研究所
が開発した国内で広く使われているリポジトリ
システムである.現在,大規模アップデート版の
WEKO3[3]が開発中で今後の主流になる見込み
である.そこで本研究ではWEKO3を用いてア
イテム管理インターフェースを開発した.

本研究では,WEKOに精通していないユーザ
を想定し,WEKO3のプラグイン追加機能を利
用したインターフェースをプラグイン方式で開
発した.これによって,ユーザはサーバ上で本イ
ンターフェースのインストールを行うだけでそ
れぞれの環境に適した状態で導入を行うことが
できる. また,タグは多くのユーザに利用され
ることで洗練されていく仕組みであることを踏
まえると単一のリポジトリでタグを保持するよ
りも複数のリポジトリ間で横断的にタグの共有
を行った方が効率的である.そこで,今回はリポ
ジトリのハーヴェスティングと呼ばれる仕組み
を利用した複数リポジトリ間のタグ管理の検討
を行った. さらに,本インターフェースのイン

ストール直後のまっさらな状態からのタギング
をサポートするために,形態素解析を用いた自
動タグ割り当てシステムの開発を行った.

本稿では、２章で本インターフェイスの開発
方針、３章で本インターフェイスの概要を述べ
た後、今回検討、開発した複数リポジトリ間で
のタグ管理、形態素解析によるタグ生成を４章、
5章で述べる。

3 タグ管理システム

従来のリポジトリでは,所望したアイテムを
探す際にはデータ管理者側が用意したメタデー
タをたよりに探す手段が主流である.ユーザが
適切なキーワードを用意できない場合にそのア
イテムにたどり着けないというケースが少なく
ない．さらに，適切なキーワードを用意できた
としても,そもそもリポジトリ毎にメタデータ
の付け方が統一されていない場合もあり,より
りたどり着きやすくなるなどの仕組みが望まれ
ていた．アップロードされたときのメタデータ
に欠けている情報を後からタグを割り振ること
によって補完し,ユーザがより容易にアイテム
にたどり着けるようにするタグ管理機能を開発
した.今回は,WEKO3にプラグイン方式で導入
できるタグ管理インターフェースとして実装し
た.本インターフェースには主に,タグ検索,タ
グ編集,タグ情報出力 API,タグ登録 APIなど
の機能がある.図 1に実際のタグ管理システム
のUIを示す.以下に各機能の概要を示す．詳細
は「WEKO3に対応するアイテム管理インター
フェースの開発」[1] を参照されたい.

3.1 タグ編集

本インターフェースでは基本的にリポジトリ
管理者でも一般ユーザでもリポジトリ内の各ア
イテムに対してタグを割りあてることができる.

また,1つのデータに対して様々な分類を行うた
めに役割が異なる 3種類のタグを用意した.タ
グには一般ユーザ用の「一般タグ」,管理者用
の「管理者タグ」,用意された語から作成でき
る「予約語タグ」の 3種類がある.図 2にタグ
の種類のUIを示す.
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図 1: タグ管理システム UI

図 2: タグの種類

図 3: リポジトリ管理者から見たタグと一般ユーザ

からみたタグ

3.2 タグ検索

本インターフェースではユーザはインターフ
ェース内の検索フォームでキーワードを入力す
ることでキーワードとマッチしたアイテムにた
どり着くことができる.

3.3 タグ情報出力API

本インターフェースを参照するシステムや拡
張させるようなシステムを作成することを想定
した際,各アイテムのタグの情報を外部でも容
易に取り出すことができるようなシステムが必
要になる.そこで,本インターフェースでは,キー
ワードを入力することでそのキーワードに対応
したアイテムに付与されているタグの情報を出
力できる機能を実装した.また,出力するデータ
の形式は,一般的にWebAPIでデータを出力す
る際に用いられる JSON形式を採用した.

これを用いることで図 4のようにタグ情報を
JSON形式で出力することができる.

3.4 タグ登録API

本インターフェースでアイテムに対して機械
的に大量のタグを割り振りたいと考えたとき,UI

上以外でタグを登録できるような機能が必要に
なる.そこで,本インターフェースでは特定の情
報を入力することで,タグを登録することがで
きる機能を実装した.
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図 4: JSON出力結果

4 複数リポジトリ間でのタグ管理

4.1 概要

タグというシステムは利用するユーザ数やタ
グの数に比例して洗練されていくシステムであ
り,単一のリポジトリで運用する場合は非効率
である.そこで,ハーヴェスティングによって複
数のリポジトリ間でタグ管理を運用する仕組み
の検討を行った.

図 5: ハーヴェスティング

4.2 ハーヴェスティング

ハーヴェスティングとは,リポジトリに登録さ
れているアイテムのメタデータを他リポジトリ
が機械的に収集することができる仕組みのこと
である. この仕組みを利用し，本インターフェ
イスがインストールされているメタデータリポ
ジトリを構築した．図 6のように複数のリポ
ジトリのメタデータを収集し，本インターフェ
イスでタグ管理することで，複数のリポジトリ
のアイテムに対するタグ管理を行えるようにし
た.これによって,リポジトリを複数集め,それ
らのアイテムに対してタグを割りあてることで
より多くのアイテムに対して横断的にタグを割
りあてることが可能になり,従来よりもタグに
よる恩恵を大きくすることが期待できる.

図 6: ハーヴェスティングによる複数のリポジトリ

間でのタグ管理

5 形態素解析によるタグ生成

5.1 概要

本インターフェースをインストールした環境
構築直後は,タグが存在せずユーザがタグを付
けづらいということが考えられる. そこで,本
研究では形態素解析を用いることで自動的にタ
グを生成する手法の検討を行った.

5.2 形態素解析

形態素解析とは,メタデータ等が存在しない素
のテキストデータを最小単位の単語で分割し解
析する技術のことである.本研究では,MeCab[4]

情報知識学会誌　2020 Vol. 30, No. 2

- 233 -



と呼ばれるオープンソースの形態素解析エンジ
ンを利用した.これを用いて「WEKO3に対応
するアイテム管理インターフェースの開発」と
いうテキストを分割した場合は図 7のように
なる.

図 7: MeCabの形態素解析によるテキストの分割

この形態素解析をアイテムのタイトルに対し
て行うことで,細かい単語で分割したあとに名
詞のみを抽出することでタグを自動的に生成す
ることができる. しかし,形態素解析を用いると
過剰に分割してしまい,所望しているタグとは
違うものが生成されてしまうことがある.図7を
例に挙げると,本来このテキストから抽出を期
待する名詞は「WEKO3」,「アイテム管理イン
ターフェース」,「インターフェース」などであ
る.しかし,実際には「WEKO3」が「WEKO」,
「3」の 2つに分解されてしまったり,名詞が連
なった「アイテム管理インターフェース」など
の複合語をすべて分解してしまったり,あまり
重要ではない「対応」,「開発」といった単語が
抽出されてしまうという問題があった.本研究
では,これを解決するために専門用語自動抽出
というシステムを利用した.

5.3 専門用語自動抽出

専門用語自動抽出システム [5]とは,東京大学
情報基盤センター図書館電子化部門中川裕志教
授および 横浜国立大学環境情報研究院森辰則
助教授が共同で開発したものである.これは,形
態素解析したテキストデータから複合語からな
る専門用語を抽出して重要度順に羅列するシス
テムである.これを用いることで,図 8のように
複数の名詞からなる複合語を抽出することや重
要度が低い単語を除外することができる.

図 8: Wikipedia「人工知能」のページ [6]のテキス

トからの専門用語自動抽出例の一部 (右の数字が重

要度)

5.4 自動タグ割り当てシステム

6.2,6.3章で述べたシステムを利用することで
リポジトリ内のアイテムに対して,メタデータ
を自動的に生成するシステムを開発した. この
システムを用いることで,本インターフェース
構築直後であっても即座にタグを割り当てるこ
とができる. タグ生成までの大まかな流れは図
9のようになる.

図 9: タグ生成フロー

このシステムの主な機能としては以下の通り
である.

• 選択したアイテム群の重要度を算出し羅列

• 設定したしきい値以上の重要度のアイテ
ムに対してタグ生成

• 生成したタグがいくつのアイテムに割り
当てるか表示
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図 10: タグ生成システムフロー

6 まとめ

本研究では,WEKO3を利用してデータリポ
ジトリを構築し,それに適したタグ管理システ
ムの開発を行っている.今回は,ハーヴェスティ
ングを用いた複数リポジトリ間のタグ共有の仕
組みの検討と形態素解析を用いた自動タグ生成
機能の実装などを行った.

今後は,ハーヴェスティング元のリポジトリ
からでも容易にタグを表示できる仕組みの検
討や,自然言語処理などを用いて最適なタグ候
補を提案できるようなシステムの検討を考えて
いる.
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